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従来技術・製品

課題 解消方法 IoT時代に向けては、GPUとCPUは回路が大規模で、 
大量のデータを処理することには長けているが、 
コストや消費電力が大きい。 
専用LSIは用途を限定することで消費電力とコストを 
抑えてはいるものの、限定的で柔軟性がない。
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従来技術に対する新規性・優位性 想定される活用例

開発製品の技術の概要

ArchiTek Intelligence Pixel Engine (aIPE)は、 組み込み用途での低コスト、高電力性能の エッジAIチップの最適なソリューションです。 
aIPEは、当社独自の仮想エンジンアーキテクチャを 使用して、革新的なソフトウェアの柔軟性、低消費電力、 低レイテンシのために最適化されたカスタムハードウェアを 
融合した、プログラマブルな画像処理とAI処理のエンジンです。 
aIPEは、コンピュータビジョンから深層学習へのすべての AIソリューションのための汎用性と手頃な価格を提供します。 

エッジコンピュー
ティングでの消費
電力、コスト、通
信の課題

進捗状況 現状の課題

試作品製作中 独自アーキテクチャの上で最大効率で動くソフトウェアの開発。量産に向けたプロモーション

小型・低消費電力で小さなデバイスに組み込み可能。
エッジ側で画像処理し、メタデーターに変換して外部
に出力するため、セキュリティ・通信コストの低減で
課題を解決する。

本技術が解消できる現状の課題およびその方法
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独自アーキテクチャ搭載のエッジAIプロセッサを世界に広める
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技術の詳細等

H/Wプリミティブ、H/W調停機構、高性能メモリシステムで効率化を工夫
する事で、既存デバイスでは不可能な消費電力、レイテンシ、サイズ、
コストの問題を解決できる。エッジ側でのAI、画像処理を行うことがで
きる。

自動運転の安全走行を支える、防犯カメラで同時に複数の処理を行う、ドローンを小型
化し、飛行時間を伸ばしつつ様々な認識を行う、音や振動から、危険や故障などの予知
を行う、等五感を拡張し社会問題を解決する活用を想定。
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